
・普段あまり関係がないと思っていた

政治の世界が市議会議員のみなさん

と議論することによって政治を身近

に感じることができた。選挙も自分に

は関係ないと思っていたけど、投票

に参加してみたいという意識が高ま

りました。 

・議員の方と一緒に課題に取り組んだ

ことで自分が提案したことを通すた

めのプロセスが大切で、自分の意志

を強く持つことが大事だということ

を学んだ。若い人が選挙に行かない

と何もはじまらないんだなと思った。

楽しかった。 

政治経済 「市議会議員を招いた主権者教育」 の授業報告 

日時  2019年１1月 18日（月） 第 5・6限 

●授業の内容 

    

 

 

 

 

 

 

 

●授業のねらい 

    

 

 

※講師の方々には特定の主張にならないように留意していただき、政治的中立性を確保しま 

した 

                                     ●授業の感想例 

 

民主主義社会の中で「選挙と議論」をテーマに「高校生議会」に関する課題をみんなで解く。 

→名古屋市で高校生議会が開かれたら、 

問１ 議員には誰をどうやって選ぶか 

問２ 市長に何を要望するか 

問３ 実現に導くための具体的な質問内容を考えよ 

 ※高校生議会とは、議員に選ばれた高校生が議論を重ね、共同して市長に政策を提案するた

めの議会を指す。名古屋市ではまだ存在しない。 

外部講師 5 名（若手の現職の地方議員）を交え、「選挙と議論」について「高校生議会」を起点と

した話し合いを通じ、主権者としての言動がよりとれるようになる。 

 

（↑2019年 12月 4日 毎日新聞） 

（→2019年 11月 19日 中日新聞） 


